
令和８年３月15日

第 59号
桑 名 市 文 化 協 会
桑名市中央町2丁目37
T E L  2 4 - 1 3 6 1
https://bunkyo-kuwana.jp

　

私
た
ち
は
「
オ
カ
リ
ナ
は
な
み
ず
き
」

と
い
い
ま
す
。
「
音
楽
を
通
し
て
社
会

に
つ
な
が
る
活
動
」
と
い
う
講
師
の
理

念
に
お
い
て
日
々
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
六
華
苑
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
出
演
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
開

催
日
は
、
陽
気
も
よ
く
、
お
客
様
も
多

く
来
て
頂
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
オ
カ
リ
ナ
に
つ
い
て
少
し
書

か
せ
て
頂
き
ま
す
。
オ
カ
リ
ナ
は
土
で

で
き
て
お
り
、
陶
器
と
同
じ
く
焼
い
て

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
寒
い

所
で
の
演
奏
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

オ
カ
リ
ナ
が
大
変
冷
た
く
、
手
指
も
冷

た
い
の
で
、
落
と
し
て
し
ま
い
そ
う
に

子
供
達
に
舞
を
伝
え
続
け
て
20
周
年
。

2
0
0
7
（
平
成
19
）
年
「
文
化
芸
術

に
よ
る
創
造
の
ま
ち
」
文
化
庁
支
援
事

業
に
指
定
、
鳥
と
蝶
の
子
供
舞
「
迦
陵

頻
」
と
「
胡
蝶
」
を
復
興
。
継
承
を
続

け
て
、
多
く
の
子
供
た
ち
と
出
会
い
、

六
華
苑
の
春
秋
舞
台
に
て
楽
し
い
時
間

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

六
華
苑
を
舞
台
に
し
た
当
会
の
舞
楽

会
が
先
行
し
て
、
庭
園
結
婚
式
の
演
出

や
新
春
六
華
苑
祭
が
桑
名
市
の
恒
例
行

事
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
市
民
が
文

化
芸
術
を
、
市
民
会
館
や
公
民
館
で
は

な
く
文
化
財
と
と
も
に
楽
し
む
機
会
を

提
供
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
の
新
春
雅

楽
は
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
和
館
前
庭

園
か
ら
洋
館
玄
関
前
広
場
に
舞
台
を
移

し
て
、
洋
館
と
と
も
に
映
え
る
演
出
に

な
り
ま
し
た
。

（1）

田
中
松
緑

芸
能
Ⅰ
部
門

屋
外
演
出
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
、

雪
や
寒
さ
で
観
客
に
恵
ま
れ
な
い
年
も

あ
り
ま
す
が
、
毎
年
続
け
る
こ
と
で
、

晴
天
の
時
は
屋
内
に
は
な
い
装
束
や
舞

台
の
特
別
な
光
景
を
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。
本
年
は
、
運
良
く
晴
天
の
暖

か
い
日
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
観
客
に
慶

祝
の
舞
台
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宮
中
で
は
天
皇
陛
下
即
位
を
慶
祝
し

て
上
演
さ
れ
る
「
太
平
楽
」
。
舞
人
の

装
束
が
高
価
か
つ
着
付
け
に
40
分
以
上

か
か
る
希
少
な
舞
で
、
着
付
け
で
上
演

時
間
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
恐
縮
で

し
た
が
、
大
学
生
と
高
校
生
の
若
い
舞

人
２
名
の
美
し
さ
と
と
も
に
、
15
分
に

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
の
上
演
が
た
い
へ
ん
貴

重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
多
度
雅
楽
会
）

廣
瀬
あ
ゆ
み

音
楽
部
門（

オ
カ
リ
ナ
は
な
み
ず
き
）

新
春
六
華
苑
祭

新
春
六
華
苑
祭

感
謝
の
気
持
ち

音
楽
の
祭
典

多

度

雅

楽

会

多

度

雅

楽

会

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
正
し
い
音

が
出
に
く
い
の
で
す
。
演
奏
者
が
同
じ

音
を
出
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
違

う
音
に
な
り
、
美
し
い
合
奏
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
冬
は
カ
イ
ロ
が
必

須
で
オ
カ
リ
ナ
を
あ
た
た
め
て
準
備
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
準
備
は
他
に
も
大
事
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
演
奏
の
本
番
を
想
定
し

た
練
習
を
事
前
に
必
ず
行
い
ま
す
。
時

間
の
配
分
な
ど
も
大
切
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
演
奏
で
き
る
喜
び
と
感

謝
を
感
じ
、
聴
い
て
下
さ
る
方
々
に
演

奏
で
お
伝
え
出
来
た
ら
幸
せ
で
す
。
私

た
ち
の
オ
カ
リ
ナ
の
音
色
が
聴
い
て
下

さ
る
方
々
の
心
に
届
き
ま
す
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
演
奏
を
続
け
て
参
り
た
い

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

か
り
ょ
う

こ　

ち
ょ
う

た
い
へ
い
ら
く

び
ん



世
代
や
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
様
々
な

音
楽
が
集
う
「
音
楽
の
フ
ル
コ
ー

ス
」
、
私
は
産
休
・
育
休
を
経
て
、
６

年
ぶ
り
に
こ
の
ス
テ
ー
ジ
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
マ
リ
ン
バ
デ
ュ
オ
・

Ｔ
ｕ
ｋ
―
Ｗ
ａ
ｎ
ｎ
ａ
（
ツ
ク
ワ
ナ
）

で
の
出
演
で
す
。

一
曲
目
は
、
マ
リ
ン
バ
を
縦
に
配
置

し
、
奏
者
が
向
か
い
合
っ
て
演
奏
す
る

「
２
＋
１
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
続
い

て
二
曲
目
は
、
自
身
で
マ
リ
ン
バ
デ
ュ

オ
用
に
編
曲
し
た
「
リ
ベ
ル
タ
ン

ゴ
」
。
こ
の
曲
で
は
、
演
奏
中
に
奏
者

の
立
ち
位
置
が
素
早
く
入
れ
替
わ
る
仕

掛
け
を
取
り
入
れ
、
視
覚
的
に
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

目
指
し
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
の
曲

は
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
耳
を
つ
け
て

「
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ミ
ッ
キ
ー
！
」
を
演

奏
。
お
客
様
か
ら
の
手
拍
子
が
広
が

り
、
会
場
全
体
に
一
体
感
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

ま
た
今
回
は
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
「
オ
カ
リ
ナ
は
な
み
ず

き
」
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
で
共
演
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ
カ
リ
ナ
と
マ
リ

ン
バ
の
優
し
い
音
色
で
紡
い
だ
「
精
霊

葛
巻
ゆ
か
り

音
楽
部
門

（
個
人
会
員
）

「
桑
名
市
民
芸
術
文
化
祭
」
を
終
え
て

音
楽
の
フ
ル
コ
ー
ス
を

　
味
わ
っ
た
１
日

流
し
」
は
、
心
地
よ
く
会
場
に
響
き
渡

り
、
私
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
は
六
団
体
が
出
演
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
ス
テ
ー
ジ
で
輝
い
た
「
音

楽
の
フ
ル
コ
ー
ス
」
。
出
演
さ
れ
た
皆

様
の
演
奏
を
客
席
や
舞
台
袖
で
聴
く
事

が
で
き
、
多
く
の
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。
次
回
の
開
催
が
今
か
ら
と
て
も
楽

し
み
で
待
ち
遠
し
い
で
す
。

毎
年
、
何
か
の
テ
ー
マ
を
立
て
て
、

み
ん
な
で
目
標
に
向
か
っ
て
日
々
の
作

品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
花
の
パ
タ
ー
ン
の
サ
ン
プ

ラ
ー
キ
ル
ト
を
作
り
ま
し
た
。
パ
タ
ー

ン
は
、
同
じ
で
も
、
配
色
・
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
で
個
性
豊
か
な
作
品
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。
そ
の
他
は
、
季
節
の
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
や
バ
ッ
グ
、
小
物
な
ど
作
り

た
い
物
を
み
つ
け
、
ア
レ
ン
ジ
を
加

え
、
自
分
ら
し
い
物
を
作
っ
て
い
ま

す
。体

験
も
毎
年
楽
し
み
に
し
て
来
て
頂

く
方
も
あ
り
、
手
作
り
の
良
さ
を
楽
し

ん
で
頂
け
る
様
に
新
し
い
物
を
考
え
て

提
供
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
無
事
、
文
化
祭
を
終
え
て
、

ホ
ッ
と
し
て
い
な
が
ら
来
年
の
テ
ー
マ

を
考
え
作
品
を
ち
く
ち
く
し
て
い
ま

す
。

小
池
美
紀

趣
味
教
養
部
門

（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ク
ラ
フ
ト
ち
く
ち
く
）

趣
味
教
養
祭
展
示

　
手
作
り
の
楽
し
み

（2）



令
和
七
年
十
月
三
十
一
日
、
茶
華
香

道
部
門
に
所
属
す
る
茶
道
裏
千
家
、
表

千
家
流
、
煎
茶
松
風
流
、
遠
州
流
茶
道

の
茶
道
四
流
派
は
、
永
年
に
わ
た
る
茶

道
の
活
動
に
よ
り
、
桑
名
市
の
文
化
の

振
興
発
展
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
市

長
か
ら
桑
名
市
文
化
功
労
団
体
と
し
て

表
彰
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
度

の
表
彰
の
栄
を
浴
し
、
参
列
の
各
流
派

を
代
表
い
た
し
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
文
化
協
会
設
立
当
初
か

ら
六
華
苑
で
の
茶
道
文
化
の
振
興
・
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
先
生

方
に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
桑
名
市
六
華
苑
で
月
釜
茶
会

が
開
始
さ
れ
て
三
十
年
の
節
目
を
迎
え

た
年
で
し
た
。
六
華
苑
は
平
成
五
年
に

開
苑
し
、
桑
名
市
文
化
協
会
も
同
時
期

に
発
足
し
て
い
ま
す
が
、
六
華
苑
で
の

月
釜
茶
会
は
六
華
苑
か
ら
桑
名
市
文
化

協
会
へ
の
働
き
か
け
で
、
平
成
七
年
か

ら
茶
華
香
道
部
門
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
茶
道
五
流
派
で
年
十
回
の
月

釜
茶
会
と
華
道
展
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
。
六
華
苑
で
は
月
釜
だ
け
で
な
く
十

一
月
に
は
市
民
芸
術
文
化
祭
で
の
お
茶

会
・
華
道
展
、
四
年
に
一
度
の
お
香
の

席
、
ま
た
、
花
菖
蒲
ま
つ
り
協
賛
の
菖

蒲
茶
会
も
九
華
公
園
と
の
二
会
場
で
開

催
し
て
い
ま
し
た
。

近
年
は
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
会

員
数
の
減
少
か
ら
部
門
を
退
会
さ
れ
る

お
流
儀
も
あ
り
、
菖
蒲
茶
会
が
休
会
、

六
華
苑
で
の
華
道
展
が
終
了
、
開
催
月

も
年
六
回
に
な
っ
て
お
り
、
い
さ
さ
か

寂
し
さ
も
憶
え
ま
す
が
、
今
後
も
茶
道

を
通
し
た
文
化
活
動
を
続
け
る
こ
と
に

よ
り
、
次
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

（
遠
州
流
茶
道
）

茶
華
香
道
部
門
　

谷
古
宗
正

令
和
七
年
度  

桑
名
市
文
化
功
労
者
表
彰
を
受
け
て

令
和
七
年
度  

桑
名
市
文
化
功
労
者
表
彰
を
受
け
て

消
費
文
化
研
究
会
話
題
提
供

二
〇
二
六
年
に
日
本
の
人
口
は
六
人
に

一
人
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な

る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
措
置
か
ら
契
約

に
変
化
し
て
い
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
は
施
設
経
営
に
つ
い
て
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
志
向
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

①
施
設
と
顧
客
と
の
関
係
を
エ
ク
ス

　

タ
ー
ナ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

②
施
設
と
介
護
職
員
と
の
関
係
を

　

イ
ン
タ
ー
ナ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

③
介
護
職
員
と
利
用
者
の
関
係
を

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
呼
ん
で
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
介

護
職
員
と
利
用
者
と
の
接
点
が
重
視
さ

れ
て
い
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
は
サ
ー

ビ
ス
の
手
順
、
従
業
員
裁
量
な
ど
サ
ー

ビ
ス
内
容
や
手
順
は
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
変
更
す
る
、
職
員
に
裁
量
を

与
え
る
な
ど
の
対
応
が
要
求
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
職
員
の
態
度
や
対
応
の
丁
寧

さ
が
求
め
ら
れ
、
利
用
者
の
権
利
意
識

も
あ
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
規
模

な
ど
の
課
題
も
考
え
ら
れ
る
。

城
田
吉
孝

社
会
文
化
部
門

◇
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

消
費
文
化
研
究
会
代
表
　
城
田
吉
孝

◇
「
桑
名
の
千
羽
鶴
」
と
「
折
り
紙
」

消
費
文
化
研
究
会
　
井
内
康
雄

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、

桑
名
市
役
所
介
護
高
齢
課
や
地
域
包
括

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
、
要
介
護
・
要
支

援
認
定
の
申
請
を
行
う
。
要
介
護
１
〜

５
と
認
定
さ
れ
在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
と
契
約
を
行
う
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。(

要
支
援

１
・
２
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
担
当
）
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
は
利
用
す
る

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
利
用
回
数
等
が
記
載

さ
れ
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
種

類
や
事
業
者
数
が
多
い
た
め
、
自
分
の

希
望
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
ご
自
身
が

将
来
ど
の
よ
う
に
な
り
た
い
の
か
も
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
伝
え
な
が
ら
、
一
緒

に
作
成
す
る
。
相
談
し
な
が
ら
サ
ー
ビ

ス
を
選
ぶ
事
が
大
切
で
す
。

　

桑
名
の
千
羽
鶴
で
は
、
祝
鶴
の
紅
白

「
妹
背
山
」
折
り
紙
は
「
干
支
の
馬
」

等
に
挑
戦
。
展
示
で
は
「
創
作
連
鶴
」

を
行
い
、
親
子
が
熱
心
に
見
学
し
た
。

◇
上
手
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
選
び
方

~

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合~

講
演

東
京
福
祉
大
学
講
師

　
近
　
藤
　
重
　
晴

介護志向のマーケティング

出所：コトラー・アームストロング・恩蔵（監修）
　　「コトラーのマーケティング入門」1999.303頁
引用：和田充夫・恩蔵直人・三浦俊彦共著2001年
　　　「マーケティング戦略」(有斐閣)298頁一部修正

介護事業社(施設）
②
インターナル
マーケティング

①
エクスターナル
マーケティング

介護職員 顧客
（利用者）

③インタラクティブ
　 マーケティング

( (

い
も
せ
や
ま
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今
年
度
の
桑
名
市
民
芸
術
文
化
祭
、

新
春
六
華
苑
祭
の
美
術
部
門
展
を
通
し

て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
多
彩
な

作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
た
こ
と
を
感
謝

し
ま
す
。
絵
画
や
写
真
、
書
道
、
彫
刻
、

陶
芸
な
ど
の
作
品
か
ら
作
者
の
思
い
や

工
夫
が
伝
わ
り
、
来
場
者
が
足
を
止
め
、

じ
っ
く
り
と
作
品
に
向
き
合
う
姿
を
見

る
と
、
作
品
が
人
の
心
に
訴
え
る
力
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

会
場
を
巡
り
な
が
ら
「
良
い
作
品
と

は
何
だ
ろ
う
」
と
考
え
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
の
良
い
作
品
と
は
、
何
度
見
て

も
飽
き
る
こ
と
な
く
、
そ
の
た
び
に
新

し
い
表
情
や
気
付
き
を
与
え
て
く
れ
る

も
の
で
す
。
ま
さ
に
そ
う
し
た
魅
力
を

備
え
た
作
品
に
い
く
つ
も
出
会
う
こ
と

が
で
き
、
深
く
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
創
造
性
や
感
性
は
美
術
だ
け

で
育
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
音
楽
や

文
学
に
触
れ
た
と
き
の
感
動
、
自
然
の

風
景
に
癒
さ
れ
る
瞬
間
、
人
と
の
会
話

や
日
常
の
小
さ
な
出
来
事
に
心
が
揺
れ

る
体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
が
積

み
重
な
っ
て
形
づ
く
ら
れ
て
い
く
も
の

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
出
展
者
の

皆
さ
ん
も
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
得

た
思
い
や
発
見
を
大
切
に
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
作
品
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

多
彩
な
作
品
に
触
れ
た
こ
れ
ら
の
美

術
展
は
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
、
日
常

の
中
で
心
が
動
く
瞬
間
を
よ
り
大
切
に

し
た
い
と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
、
豊
か

で
実
り
あ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
創
作
の
喜
び

を
分
か
ち
合
え
る
場
を
大
切
に
育
て
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
青
黄
会
）

美
術
部
門

山
田
典
男

美
術
部
門
展
に
よ
せ
て

都山流尺八 琴伝流大正琴　みさき会桑名・多度西川流舞踊　紫会

ルナ・フラメンカ

桑名市文化協会 懇親会

スペインの風が吹きましたスペインの風が吹きました
平家物語の一節を心情豊かに平家物語の一節を心情豊かに

昭和歌謡を元気よく昭和歌謡を元気よく

心に響く音色です心に響く音色です優雅さの中にも力強
さが

優雅さの中にも力強
さが

演劇集団　Cブレンド

令和8年2月22日（日）、くわなメディアライヴ多目的ホールにて懇親会を行いました。会員が部門や分野をこえ
て交流し、お互いに次の活動に向けてのエネルギーを得られる会となりました。
昨年に引き続き、今年も手づくり懇親会で、役員理事の担当者は企画準備から運営に至るまで頑張りました。
多くのアトラクションが披露され、文化協会ならではの懇親会を楽しみました。
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令
和
八
年
度 

月
釜
日
程
表

令
和
八
年
度 

月
釜
日
程
表

開
催
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
1
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

 
（
入
場
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

開
催
場
所　

六
華
苑　

離
れ
屋

呈
茶
券　

前
売
券　

１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
華
苑
入
苑
料
込
･
茶
道
各
流
派
師
範
宅
･
六
華
苑
で
販
売

　
　
　
　
　

当
日
券　

7
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

六
華
苑
入
苑
料
別)

　
　
　
　
　
（
入
苑
料
：
高
校
生
以
上
４
６
０
円
、中
学
生
１
５
０
円
）

◆
最
新
の
情
報
は
、
桑
名
市
文
化
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
の
際
は
、
感
染
防
止
対
策
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

開　

催　

日

令
和
８
年 

４
月
18
日
㈯

 

６
月
21
日
㈰

 

9
月
20
日
㈰

令
和
９
年 

１
月
17
日
㈰

 

３
月
21
日
㈰

担
当
流
派

表
千
家
流

茶
道
裏
千
家

茶
道
裏
千
家

遠
州
流
茶
道

表
千
家
流

※
こ
の
日
は
、
「
県
民
の
日
」
記
念
事
業

に
あ
わ
せ
、
入
苑
料
は
無
料
と
な
り
ま

す
。

呈
茶
券
は
、
前
売
・
当
日
共
に
７
０
０

円
に
な
り
ま
す
。

※
こ
の
日
は
、
「
県
民
の
日
」
記
念
事
業

に
あ
わ
せ
、
入
苑
料
は
無
料
と
な
り
ま

す
。

呈
茶
券
は
、
前
売
・
当
日
共
に
７
０
０

円
に
な
り
ま
す
。

　

桑
名
市
文
化
協
会
で
は
、
桑
名
市
の

芸
術
文
化
振
興
の
た
め
、
文
化
協
会
会

員
が
企
画
し
て
行
う
事
業
に
対
し
て
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
令
和
８
年
度

の
育
成
補
助
金
を
申
請
さ
れ
る
方
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
団
体
等

　

文
化
協
会
の
個
人
及
び
団
体
。
た
だ

し
、
令
和
８
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
、

桑
名
市
文
化
協
会
に
在
籍
１
年
以
上

で
、
令
和
６
年
度
・
令
和
７
年
度
に
補

助
を
受
け
て
い
な
い
会
員
。

○
補
助
金
の
額

　

事
業
企
画
実
施
に
要
す
る
交
付
対
象

経
費
の
80
％
以
内
の
額
で
30
万
円
を
限

度
と
す
る
。

○
応
募
の
方
法

　

文
化
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
申

請
書
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
同
事
務
局
へ
提
出
申

請
す
る
。
紙
の
申
請
書
が
必
要
な
場
合

は
、
事
務
局
窓
口
に
て
受
け
取
り
可
能
。

育
成
補
助
金
書
式
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
こ
ち
ら
↓

○
応
募
受
付
期
間

令
和
８
年
３
月
２
日
（
月
）
～

令
和
８
年
３
月
31
日
（
火
）

（
令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
９
年

３
月
31
日
ま
で
の
実
施
事
業
に
限
る
）

※
令
和
８
年
度
募
集
よ
り
桑
名
市
文
化

協
会
育
成
補
助
金
要
綱
・
運
用
規
定
を

令
和
８
年
度

桑
名
市
文
化
協
会　

育
成
補
助
金
募
集
の
お
知
ら
せ

令
和
８
年
度

桑
名
市
文
化
協
会　

育
成
補
助
金
募
集
の
お
知
ら
せ

第
34
回　

定
期
総
会
の
ご
案
内

第
34
回　

定
期
総
会
の
ご
案
内

〈
日
時
〉
令
和
８
年
５
月
10
日
（
日
）

             

午
前
10
時
か
ら

            

（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

〈
会
場
〉
桑
名
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー  

大
研
修
室

＊
各
部
門
か
ら
代
議
員
の
選
出
を
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

（
３
月
１
日
現
在
ま
で
に
入
会
の
会
員
）

芸
能
Ⅰ
部
門　

　

千
子
夫
馬
太
鼓

　

主
に
桑
名
市
内
で
文
化
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
さ
ん
、
個
人
の
方
、
一
緒

に
桑
名
市
の
文
化
芸
術
活
動
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

　

お
問
い
合
わ
せ
は
お
気
軽
に
♪

令
和
７
年
度　

      

新
入
会
員
の
紹
介  (

敬
称
略)　

令
和
７
年
度　

      

新
入
会
員
の
紹
介  (

敬
称
略)　

文
化
協
会
へ
新
入
会
員
　
大
歓
迎
♪

文
化
協
会
へ
新
入
会
員
　
大
歓
迎
♪

お問い合わせ
桑名市文化協会事務局
（桑名市観光課内）
TEL 0594-24-1361
ホームページ

https://bunkyo-kuwana.jp

お問い合わせ
桑名市文化協会事務局
（桑名市観光課内）
TEL 0594-24-1361
ホームページ

https://bunkyo-kuwana.jp

改
定
し
ま
し
た
。
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も
う
じ
き
三
途
の
川
を
渡
り
ま
す

ふ
り
返
る
と

人
に
恵
ま
れ
た
人
生
で
し
た

や
さ
し
い
夫
に
出
会
い

や
さ
し
い
娘
を
さ
ず
か
り

や
さ
し
い
友
に
か
こ
ま
れ
た

笑
い
の
た
え
な
い
人
生
で
し
た

ま
か
ぬ
種
は
生
え
ま
せ
ん

こ
れ
が
く
ち
ぐ
せ

父
母
が
、
祖
父
母
が

き
っ
と
良
い
種
を

ま
い
て
く
れ
た

〈
現
代
詩
や
ま
ぶ
き
〉

【 

文
学
部
門 

】

詩 文
協
文
芸

文
協
文
芸

岡
本
妙
子

く
ち
ぐ
せ

机
に
重
ね
て
本
を
積
む

ペ
ー
ジ
に
残
る
過
去
と
未
来
の
跡

真
っ
白
だ
っ
た
ペ
ー
ジ
の
汚
れ

ほ
く
そ
え
む
よ
う
に
じ
っ
と
見
る

手
垢
で
染
ま
っ
た
ペ
ー
ジ

過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
証

少
し
の
満
足
と
大
き
な
後
悔

真
っ
白
い
ペ
ー
ジ

開
け
る
こ
と
を
拒
否
す
る
ペ
ー
ジ

未
来
の
言
葉
を
教
え
て
く
れ
る
の
か

紐
解
く
こ
と
に
希
望
が
あ
る
の
か

ま
た
本
を
重
ね
て
積
む

一
冊
、
二
冊
、
三
冊
と

過
去
と
未
来

手
垢
で
汚
れ
て
し
ま
っ
た
ペ
ー
ジ

過
去
と
未
来
の
色
違
い

汚
れ
て
し
ま
っ
た
色
違
い

未
来
も
こ
の
手
で
汚
す
の
か

水
谷
善
幸

轍

古
都
に
遊
ぶ
鳩

鳩
よ
お
前
は
知
ら
な
い

　
歳
月
は
遠
ざ
か
り
嵐
山
に
春
が
来
る

山
の
桜
や
清
い
流
れ
に
重
な
る
青
春

　
目
映
い
故
郷
を
守
る
そ
の
心

瞳
は
澄
ん
で
血
潮
は
負
け
じ
と
騒
ぐ

　
夢
で
あ
れ
と
願
い
な
が
ら

学
徒
は
炎
と
な
っ
て
紅
の
大
空
へ

　
古
都
に
遊
ぶ
鳩

鳩
よ
お
前
は
知
ら
な
い

　
山
桜
は
散
っ
て
光
陰
過
ぎ
て
も

そ
の
純
情
を
忘
れ
去
っ
て
は
な
ら
な
い

　
風
雨
に
耐
え
て
苔
む
す
甍

　
千
年
の
夢
幻
を
哀
れ
人
の
世
を

古
都
は
幾
度
見
た
か

安
田
治
三

叔
父

堀
川
孝
子

ド
ー
ン
と
花
火
が
上
が
っ
た

特
等
席
だ
と
い
う
チ
ケ
ッ
ト
を

四
枚
並
べ
て

「
花
火
を
見
に
い
こ
う
」
と

同
居
す
る
息
子
夫
婦
が
誘
っ
て
く
れ
た

一
日
中　

床
の
間
を
背
に
し
て

空
い
た
穴
を
埋
め
る
こ
と
以
外
に

余
念
の
な
い
夫
は

「
や
め
と
く
わ
」
と

数
独
に
は
ま
っ
て
い
る

圧
迫
骨
折
で

ま
だ
ギ
ブ
ス
が
は
ず
せ
な
い

私
の
手
を
握
っ
て

「
私
が
行
く
か
ら
」
と

引
っ
張
り
出
し
て
く
れ
た
孫
娘

潮
風
が
吹
い
て
い
る

海
か
ら
の
さ
ざ
な
み
が

川
上
へ
川
上
へ
と
遡
っ
て
行
く

中
州
に
仕
掛
け
ら
れ
た
花
火
が

水
面
を
お
ど
る

ヒ
ュ
ー　

ド
ー
ン

空
い
っ
ぱ
い
に
色
鮮
や
か
な
光
の
花
々

パ
チ
パ
チ
パ
チ
パ
チ
パ
チ
パ
チ

火
の
粉
に
な
っ
て
消
え
て
い
く

世
界
の
あ
ち
こ
ち
の
空
を

鋭
い
光
が
飛
び
交
い
落
下
し
た
後
に

瓦
礫
の
山
を
前
に
し
て

悲
嘆
に
暮
れ
る
人
々
の
姿
が
甦
る

水
郷
花
火

そ
れ
と
も
読
む
時
を
得
ず

き
れ
い
な
ま
ま
で
残
そ
う
か

そ
れ
と
も
何
度
も
読
み
返
し

過
去
を
食
べ
て
し
ま
お
う
か

轍
を
未
来
に
残
す
よ
う

そ
う
だ
深
く
大
き
い
轍

残
そ
う
深
く
大
き
い
轍

生
ま
れ
た
証
に
生
き
た
証
に

食
べ
て
し
ま
え
過
去
な
ん
か

生
ま
れ
た
証
と
生
き
た
証
と

や
さ
し
い
轍
を
残
す
よ
う

さ
か
の
ぼ

が
れ
き

よ
み
が
え

と
も

あ
か
り

ド
ー
ン
と
響
き
渡
る
音
よ
り
も
早
く

水
郷
の
空
に
広
が
る

平
和
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

お
ー
ー
と　

湧
き
上
が
る
歓
声

鳴
り
止
ま
な
い
拍
手

潮
騒
の
な
い
だ
夜
道
を

支
え

灯
し
て
く
れ
た
孫
娘
の
光

鎮
ま
っ
た
空
か
ら

小
さ
な
星
た
ち
が
見
て
い
た
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安
田
治
三

（
新
年
）

甘
酒
の
湯
気
に
憩
う
初
詣

初
春
の
社
に
向
か
い
夢
祈
願

書
初
め
は
大
き
な
夢
を
描
き
た
い
と

初
詣
母
と
つ
な
ぐ
小
さ
な
手

か
ま
く
ら
に
更
に
積
も
る
か
屋
根
高
く

（
春
）

楤
の
芽
も
山
景
色
と
も
食
べ
る
ら
ん

肘
つ
い
て
眺
め
る
湖
は
春
琵
琶
湖

夜
桜
の
宴
は
過
ぎ
て
葉
桜
に

春
の
海
越
え
て
ア
メ
リ
カ
遠
く
け
り

れ
ん
げ
草
子
供
ら
に
ま
み
れ
運
動
場

（
夏
）

炎
暑
も
過
ぎ
れ
ば
淋
し
浜
辺
か
な

灯
篭
に
寄
り
添
い
濡
れ
し
紫
陽
花
よ

終
日
の
雨
の
予
報
に
読
書
せ
む

栄
西
の
人
と
な
り
知
り
新
茶
飲
む

今
は
昔
虹
を
追
い
か
け
弟
と

（
秋
）

雁
渡
し
山
の
端
消
え
て
峠
道

地
蔵
盆
踊
り
の
後
は
夢
の
あ
と

短
く
て
今
年
の
秋
は
儚
く
て

縁
側
の
畳
に
座
し
て
青
北
風
か

秋
の
蝉
夕
暮
れ
に
飛
ぶ
フ
ク
ロ
ウ
か

（
冬
）

あ
ち
こ
ち
と
師
走
と
言
え
ば
な
お
忙
し

村
里
へ
隅
な
く
響
く
除
夜
の
鐘

愛
お
し
や
枯
葉
枯
れ
木
に
吾
重
ね

つ
ぼ
ど
ん
と
遊
ん
だ
日
々
は
火
鉢
よ
り

大
晦
日
墓
石
に
菊
を
母
偲
ぶ

俳
句
〈
俳
句
を
学
ぶ
会
〉

春
夏
秋
冬

水
谷
善
幸

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
バ
レ
ン
タ
イ
ン
日義

理
の
味

　

白
球
を
手
で
こ
ね
な
が
ら
聞
く
校
歌

幼
き
手
揖
斐
川
堤
土
筆
と
り

改
札
や
緊
張
隠
せ
ぬ
受
験
生

受
験
場
母
校
の
校
旗
並
び
立
つ

信
義
則
公
序
良
俗
初
講
義

春
の
夕
朧
む
ら
さ
き
一
夜
灯

給
料
日
餅
こ
う
て
行
く
法
然
忌

花
疲
れ
祭
り
宴
に
ビ
ー
ル
の
森

夜
桜
や
水
面
に
揺
れ
る
九
華
濠

笹
舟
や
流
す
ゆ
び
さ
き
花
の
塵

伊
藤
智
之

私
は
、
柴
犬
の
三
四
郎
の
飼
主
で
す
。

先
日
、
桑
名
市
役
所
の
窓
口
で
終
活

ノ
ー
ト
を
頂
い
た
。
八
十
を
超
え
た
私

も
人
生
の
整
理
を
す
る
時
期
と
思
い
纏

め
て
み
た
。
私
の
人
生
は
、
中
学
生
の

時
の
内
臓
破
裂
を
と
も
な
う
交
通
事
故

の
後
遺
症
に
よ
る
苦
し
み
や
痛
み
と
の

闘
い
の
日
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
闘
病
の

手
段
は
、
努
め
て
障
害
を
忘
れ
る
こ
と
、

時
に
は
破
壊
的
に
な
る
こ
と
を
辞
さ
な

い
こ
と
な
ど
を
心
に
励
ん
だ
。

特
に
亡
き
母
の
趣
味
で
あ
っ
た
短
歌

に
は
、
の
め
り
こ
み
短
歌
結
社
「
潮
音

社
」
に
入
社
以
来
月
七
首
今
月
ま
で
に

三
千
五
百
首
の
作
品
が
出
来
た
。
障
害

は
歳
と
と
も
に
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
が
、

七
十
年
の
年
月
が
悟
り
を
産
ん
だ
気
が

し
た
。

愚
作
だ
が
、
棺
桶
に
入
れ
て
欲
し
い

歌
を
厚
か
ま
し
く
も
並
べ
ま
す
。

★
夕
焼
に
南
瓜
の
花
の
落
ち
る
と
き

　

我
が
罪
ひ
と
つ
時
効
と
な
り
ぬ

★
赤
蜻
蛉
一
つ
一
つ
が
夕
焼
け
の

短
　
歌

三
四
郎
の
遠
吠
え
⑤

短
歌
物
語

　

扉
を
開
け
て
秋
へ
旅
立
つ

★
眼
帯
を
外
せ
ば
熱
き
瞳
よ
り

　

夕
焼
け
空
に
蜻
蛉
飛
び
立
つ

★
船
縁
に
魚
を
釣
り
上
げ
て
か
な
し
け
れ

　

他
人
の
心
を
覗
き
し
如
く

★
傷
口
を
貨
物
列
車
が
通
り
た
り

　

た
だ
ひ
た
す
ら
に
過
ぎ
ゆ
く
を
待
つ

★
老
い
て
尚
ひ
と
を
恋
ふ
る
は
不
条
理
や

　

桜
迷
路
に
死
ぬ
ま
で
生
き
る

★
こ
の
橋
は
三
重
と
愛
知
の
県
境

　

日
毎
渡
り
て
四
十
年
す
ぐ

★
や
う
や
く
に
電
気
毛
布
の
温
も
り
て

　

老
い
の
頭
蓋
に
白
梅
の
爆
ず

★
自
転
車
の
ブ
レ
ー
キ
か
け
ず
坂
下
る

　

少
年
の
顔　

春
へ
旅
立
つ

★
少
年
の
バ
ッ
ト
は
名
刀　

上
段
に

　

構
へ
大
き
く
自
己
を
創
れ
り

★
四
角
で
も
三
角
も
い
い
地
球
と
ふ

　

球
体
が
平
和
で
あ
れ
ば

★
画
用
紙
を
は
み
出
す
も
よ
し
少
年
の

　

描
け
る
地
球
く
る
く
る
回
れ

★
戦
争
の
ド
ラ
マ
の
度
に
テ
レ
ビ
消
す

　

遺
族
会
長
の
父
を
想
へ
り

★
破
壊
さ
れ
し
油
田
の
後
に
し
み
わ
た
る

　

憎
悪
の
涙　

地
軸
が
ぶ
れ
る

★
帰
り
来
し
孫
の
笑
顔
に
妻
弾
む

　

後
出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
き
な
拳

★
敗
戦
後
は
や
八
十
年
人
間
の

　

寿
命
に
近
し
緩
む
か
ん
ぬ
き

皆
様
に
可
愛
が
っ
て
頂
い
て
い
ま
し

た
柴
犬
の
三
四
郎
が
昨
年
十
二
月
に
永

眠
し
ま
し
た
。
ご
厚
情
に
感
謝
し
ま
す
。

〈
個
人
会
員
〉

あ
お
ぎ
た



（8）

編
集
後
記

桑
名
文
協
第
59
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

A
I
時
代
が
到
来
し
世
の
中
様
変
わ
り
。

ス
マ
ホ
で
検
索
す
れ
ば
A
I
が
的
確
に
回

答
。
映
像
も
リ
ア
ル
で
フ
ェ
イ
ク
動
画
が

拡
散
し
て
い
る
。
今
後
生
活
や
仕
事
に
大

き
な
変
革
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

そ
の
A
I
に
も
苦
手
な
こ
と
が
あ
る
。

A
I
は
大
量
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
分
析

す
る
の
は
得
意
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
創
造

的
行
為
は
不
得
手
。
絵
画
や
書
道
、
写
真

な
ど
私
が
属
す
る
美
術
部
門
は
創
造
的
行

為
を
主
と
す
る
領
域
。

た
だ
い
ず
れ
A
I
が
進
化
し
「
A
I
作

品
展
」
が
開
催
さ
れ
「
ラ
イ
バ
ル
は
A
I
」

と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
、

人
の
手
に
な
る
作
品
が
イ
イ
ね
と
言
わ
れ

る
よ
う
、
こ
の
桑
名
の
地
で
少
し
で
も
人

に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
創
造
的
な
作
品
を

生
み
出
す
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

（
佐
藤　

武
男)

国
道
１
号
線
沿
い
、
大
福
の
八
重
垣

神
社
は
、
清
和
天
皇
貞
観
年
間
（
八
五

九
〜
八
七
七
）
勅
命
に
よ
り
卜
部
清
麿

が
尾
張
国
海
東
郡
（
現
・
津
島
市
）
の

津
島
神
社
神
霊
を
京
都
へ
勧
請
の
途
中

神
輿
が
暫
留
の
地
と
さ
れ
た
古
い
神
社

で
牛
頭
天
王
社
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

聖
徳
太
子
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
大
福

田
寺
は
、
鎌
倉
時
代
建
治
年
間
（
一
二

七
五
〜
七
八
）
北
勢
桑
名
に
七
堂
伽
藍

の
大
寺
院
と
し
て
再
建
さ
れ
た
と
か
、

室
町
時
代
文
亀
年
間
（
一
五
〇
一
〜
〇

四
）
に
度
会
郡
山
田
（
現
・
伊
勢
市
）

か
ら
移
っ
て
き
た
と
か
諸
説
あ
り
ま
す

が
、
天
王
社
は
大
福
田
寺
の
鎮
守
で
、

万
治
３
年
〜
寛
文
２
年
（
一
六
六
〇
〜

六
二
）
の
頃
に
、
大
福
田
寺
が
東
方
へ

移
っ
て
か
ら
は
大
福
村
の
鎮
守
と
な
り

ま
し
た
。
大
福
は
大
福
田
寺
に
由
来
し

現
在
の
福
江
町
南
端
あ
た
り
に
大
福
田

寺
の
大
門
が
あ
っ
て
大
門
村
と
も
呼
ば

れ
、
大
門
祭
の
語
源
に
も
な
り
ま
す
。

　

仏
教
信
仰
の
牛
頭
天
王
は
神
社
神
道

で
は
進
雄
神
に
習
合
さ
れ
ま
す
。
日
本

書
記
に
「
須
佐
之
男
命
彼
土
曽
尸
茂
利

＝
新
羅
国
江
原
道
春
川
郡
牛
頭
山
に
赴

き
給
ふ
」
と
あ
り
、
朝
鮮
半
島
か
ら
泥

舟
で
紀
州
へ
帰
還
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
明
治
維
新

の
神
仏
分
離
令
で
、
全
国
的
に
も
天
王

社
は
八
坂
神
社
・
八
雲
神
社
・
八
重
垣

神
社
と
改
称
さ
れ
、
祭
神
は
牛
頭
天
王

か
ら
須
佐
之
男
命
と
表
記
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
八
重
垣
の
名
は
日
本

最
初
の
和
歌
で
、
須
佐
之
男
命
が
詠
ん

だ
と
さ
れ
る
「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣

妻
籠
め
に
八
重
垣
つ
く
る
そ
の
八
重
垣

に
（
を
）
」
に
由
来
し
ま
す
。

　

桑
名
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
八

重
垣
神
社
の
大
門
祭
」
は
、
津
島
神
社

の
神
霊
が
滞
在
の
と
き
、
お
供
え
の
魚

を
捕
る
た
め
に
松
明
を
点
し
て
海
浜
へ

行
列
し
た
古
儀
が
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る

稲
熱
行
事
と
重
な
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

桑
名
地
名
あ
れ
こ
れ

桑
名
地
名
あ
れ
こ
れ

〜
大
福
村
の
牛
頭
天
王
社
〜

〜
大
福
村
の
牛
頭
天
王
社
〜

社
会
文
化
部
門

社
会
文
化
部
門

大
河
内
　
浩

大
河
内
　
浩

（
個
人
会
員
）

（
個
人
会
員
）

い
も 

ち

か
の
ち

そ　

し

も　

り ご
　 

ず

う
ら
ベ

す
さ
の
お
の
み
こ
と

（34）（34）

ご
賛
助
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

特
別
会
員
の
皆
様
3
月
１
日
現
在

（
五
十
音
順
）

日
頃
よ
り
ご
協
力
い
た
だ
き
、

  

深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

C
re
m
a
 a
m
a
to
• c
o
ff
e
e

茶
道
裏
千
家 

 

丹
羽
宗
俊

諸
戸
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

広
報
担
当
副
会
長　
　
　

安
田　

治
三

広
報
担
当
副
会
長　
　
　

岡
本　

早
苗

委  

員 

文
学
部
門　
　
　

水
谷　

善
幸

　
　
　

美
術
部
門　
　
　

佐
藤　

武
男

　
　
　

音
楽
部
門　
　
　

葛
巻
ゆ
か
り

　
　
　

芸
能
Ⅰ
部
門　
　

杉
野
さ
お
り

　
　
　

芸
能
Ⅱ
部
門　
　

多
胡　

俊
一

　
　
　

芸
能
Ⅲ
部
門　
　

近
藤
美
詠
子

　
　
　

演
劇
部
門　
　
　

相
原　

千
景

　
　
　

茶
華
香
道
部
門　

大
嶋　

敬
子

　
　
　

社
会
文
化
部
門　

大
河
内　

浩

　
　
　

趣
味
教
養
部
門　

加
藤　
　

誠

し
ら
ぎ

昭和33年10月1日指定桑名市無形民俗文化財

八重垣神社大門祭は元来陰暦6月14日の祭で

長年7月最終日曜でしたが令和6年の夏から

7月下旬の土曜夜に祭日が変更されました。

一
般
社
団
法
人
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
美
園
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